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「ミスの防止」はもちろん、
「委任契約書における対応」「業務遂行時」
「問題発生後の対応」といった局面ごとに、
実際に税賠請求事案を取り扱っている
税理士の実務が分かる弁護士が解説！

訴訟に発展してしまった場合の流れや
留意点についても解説！

ミスが起きやすいものや
損害賠償額が大きいものなど、
主要・重要な裁判例のみを厳選！
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第１章　税理士損害賠償請求の現状
　１　保険金支払件数と総額の推移
　２　税目別支払件数と総額
　３　税目別内訳と主な事故原因
　４　保険金が支払われない場合

第２章　そもそも「税理士損害賠償責任」って？
　１　税理士と依頼者との法律関係‒委任契約‒
　２　善管注意義務の概要
　３　高度の注意義務
　４　忠実義務
　５　指導・助言・説明・情報提供義務
　６　業務補助者に対する指導・監督義務
　７　損害賠償責任

第３章　主要・重要裁判例
　１ 【相続税】相続税の申告に関して一定の場合に税理士に

国籍法の規定を確認する義務を認めた事例
　２ 【法人税】デッド・エクイティ・スワップ（DES）に関する、

損害賠償額が非常に高額となった事例
　３ 【消費税】税務調査に協力しない対応をとった事例
　４ 【法人税】報酬が、詐欺による不正請求・二重請求として

争われた事例
　５ 【所得税】履行補助者（事務所職員）に対する指導・

監督義務に関する事例
　６ 【消費税】個別対応方式と一括比例配分方式に関する事例
　７ 【法人税】費用計上にあたって証憑確認義務があるとされた事例
　８ 【所得税】税理士に差し入れられた、その責任を問わない旨の

誓約書の効力が認められた事例

第４章　税理士損害賠償請求の対策
　１　対策（総論）
　２ ミスの発生の防止

column  税理士の対応が悪質だった事例
　３　委任契約書における対応

column  低額の報酬で税務申告を受任した事例
　４　業務遂行の際の注意点

column  クライアントとの信頼関係
　５　問題発生後の対応

column  クレームと顧問契約継続の意思
column  前任の税理士の責任を負わされそうになった事例
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第４章　税理士損害賠償請求の対策

対策（総論）1
税理士損害賠償請求への対策としては、まず、①ミスの発生を防止し

（本章 2参照）、並行して②依頼者との委任契約書において、業務内容の

明確化と検討範囲の限定など損害賠償請求に対応した条項を規定してお

き（本章 3参照）、③クライアントとの関係性を確認するなど一定の事

項に注意しながら業務を遂行する（本章 4参照）ことが有益です。また、

仮に、④税理士損害賠償請求の問題が発生した場合には、段階に応じて

対応方法を検討することになります（本章 5参照）。2以下でそれぞれ

の項目を詳細に検討しますが、まずは概略をまとめると下表のとおりで

す。

【税理士損害賠償請求への対策】

①ミスの発生の防止
（本章 2参照）

（ⅰ）ミスの内容と原因・対策の検討
● 税法等の理解の誤り
　→税法等の調査、税務当局への照会
● 税法以外（民法や契約解釈）の理解の誤り
　→各種法令の調査、各分野の専門家への照会
● クライアントの状況の把握不十分
● クライアントとのコミュニケーション不足
●誤記、計算ミス、スケジュール管理の誤り
（ⅱ）担当者・組織体制の構築
● 担当者は、提出書類や提出期限を一覧化してスケ
ジュール管理する
●担当者任せにせず、複数名で担当する
（ⅲ）税目ごとの対策
　税目ごとに届出書類管理台帳を作成し、届出書の
有無および内容を把握できるようにしておく

②委任契約書におけ
る対応（本章 3参照）

委任契約書に以下の事項を規定しておく
●業務内容の明確化と検討する法領域の限定
●依頼者の資料提出義務
●責任の限定
●損害賠償額の上限

③業務遂行の際の注
意点（本章 4参照）

●クライアントの観察
●クライアントとの関係性の確認
●クライアントまたはその担当者の性質の確認
●案件担当者のチーム編成
●クライアントへの説明時の注意
●秘密保持および情報管理
●証憑書類の確認

④問題発生後の対応
（本章 5参照）

（ⅰ）担当者に対するクレーム段階
●メールの場合には上司をCCに入れる
● 事実関係を確認してから改めて回答する旨返信す
る

（ⅱ）税理士事務所・法人に対するクレーム段階
●組織的な対応
●損害賠償責任の有無の法的な検討
●保険適用の有無の検討
●法律事務所への相談
（ⅲ） 内容証明段階（法的な損害賠償請求の発生レベ

ル）
●法律事務所との対応の検討
（ⅳ）訴訟、和解手続段階
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